
Maxi Sky® 2シリーズ

天井走行リフトソリューション
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ある調査によれば、実に75%を超える介助者が、患者様の移
乗や介助において、他の移乗機器よりも天井走行リフトを好ん
でいます。一部の施設では、天井走行リフト導入後に患者様や
職員の怪我や賠償請求が70％も低減しました。2  

ArjoのMaxi Sky 2天井走行リフトシリーズは、あらゆる機能を
備えた直感的操作が可能な介助ソリューションです。療養型、
および急性期のどちらの介助環境にも適しており、介助者、患
者様、利用者様みなさまの安全を守ります。

• 移乗機器のベストプラクティスを促進
• 安全性を重視しつつ、介助が必要な利用者様
の移乗時間を短縮1

• 天井走行リフトの洗浄と消毒のプロセス効率
化をサポート

現代の多忙な介助環境では、天井走行リフトソ
リューションが患者様の介助効率化の新しい基
準になっています。

移乗機器を新たなレベルへ 



急性期医療における、医療関連感染 (HAI: 
Healthcare Acquired Infections) の1日
当たりの感染率は6%です。欧州だけでも
毎年320万人を超える患者様に影響を与え
ます。2

米国では、HAIの推定年間コストは470憶
ドルに達しています。3
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Maxi Sky 2インフェクションコントロールは、天井走行リフトで
の交差感染のリスクおよび、介助者の負担を減らし、移乗機器
を新たなレベルに導きます。

• 無孔素材
• 洗浄と消毒が容易
• 一般的なヘルスケア用消毒液が使用可能  

感染管理はすべての介助環境において極めて重
要です。さまざまな患者様が繰り返し、頻繁に
使用している移乗機器も例外ではありません。

Maxi Sky 2 インフェクション 
コントロール
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Maxi Sky 2シリーズは、幅広い用途と使いやす
さを持ち合わせています。それぞれの介助環境
の特別なニーズや要件に合わせてカスタマイズ
可能なソリューションをご提供します。

天井走行リフトは、Arjo KWIKtrakとレイアウトオプションとを
組み合わせることにより、人間工学に沿った患者移乗が可能と
なります。天井走行リフトソリューションは、マニュアルでの移
乗作業に関連するリスクを最小限にとどめ、作業効率の向上
に役立ちます。

Arjoの移乗機器システム 

インフェクションコントロール対応の新改良
感染防止のリフトストラップやシリコン製のエマージェンシー
コード、感染防止カバー付き2点式スプレッダーバーなど、イン
フェクションコントロール機能を追加してMaxi Sky 2の性能を向
上し、HAIのリスクを最小限にとどめます。

取り付け、方向転換、位置決めが容易
クイックコネクトを使って、3つの簡単な工程だけでスプレッ
ダーバーを交換、設置できる直感的なスプレッダーバー取り付
けシステムです。患者様を安全に固定したら、ダイナミックポジ
ションシステム (DPS：Dynamic Positioning System) または電
動DPSで患者様または利用者様の座位角度を含めた位置決め
を簡単に、しかも正確に行うことができます。 

幅広い利用者層に対応した安全耐荷重
安全耐荷重の設定: 272 kg、200 kgまたは120 kgの3段階に設
定が可能です。ニーズに合わせて柔軟に対応できます。

介助者一人で操作可能な直観的操作性
使いやすい 手元スイッチと、バッテリー残量などの情報を表示
するカラーディスプレイが本体に備わっています。Maxi Sky 2は
一人介助の作業手順を最適化します。



ストレッチャーフレーム手動式フラットダイナミックポジ
ションシステム

M.Lサイズ4点式電動ダイナミック
ポジションシステム

手動式フラットダイナミックポジ
ションシステム

手動式4点式ダイナミック
ポジションシステム

インフェクションコントロール・ 
スプレッダーバー Mサイズ2点式ハンガー Sサイズ2点式ハンガー Lサイズ4点式ハンガー

幅広いアクセサリーおよびアップグレード製品
Arjoはさまざまな用途に応じたスプレッダーバーやアクセサリーで、
利用者様の日々変化するニーズに的確に対応します。
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スプレッダーバーのオプション

移乗を更に快適にするために、用途に合った幅広い天井走行
スリングのラインナップをご提供いたします。スリングには、
ループスリングと4点式DPSスプレッダーバーに特化して設計
されたクリップスリング、および患者様ごとに使い捨てのシン
グルユース用などのオプションも取り揃えています。



素早く導入ができます
特許取得済みのトラックブラケット技術を搭載した
KWIKtrakのモジュール型コンポーネントにより、既存
の環境に合わせ、迅速かつ短時間でレールシステムを
設置し、すぐに使用することができます。
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KWIKtrakは部屋との一体感を重視して設計されています。
現在の介護環境とシームレスに統合できるソリューションで
す。環境効率を損なうことなく、スペースを最大限に活用で
きる柔軟性の高いシステムです。

KWIKtrakは様々な要望に対応できる、カスタ
マイズ可能なレールソリューションです。Maxi 
Sky 2を導入する居室や病室のあらゆるレイア
ウトの要件に対応する柔軟性の高いシステムで
す。また、幅広いタイプの天井に使えるソリュー
ションです。

施設環境に合わせたテイラード仕様 



ECS（自動充電システム）
リフト本体がレールのどの位置にあっ
ても、バッテリーは常に充電され、Maxi 
Sky 2はいつでも利用が可能な状態に
なっています。

カーテン・パススルー
天井走行のレールがあっても、カーテン
がレールの「ギャップ（すき間）」を通り
抜けるようにできます。このため、プライ
バシーが確保され、必要に応じて患者
様や利用者様の尊厳を守ることができ
ます。

KWIKtrakのカーブレール
KWIKtrak (90 mm) のトラック側面は 
45度および90度で利用でき、どちらも
ECSにも対応しています。縦断面が完全
に対称であるため、カーブのたわみが発
生しません。

移動型トラックレールオプ
ション
KWIKtrakは部屋全体に対応するシング
ルレールや X-Yシステム、または自立式
の簡易型セミパーマネントラックとして
組み立てることもできます。
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介助における患者様の生活環境の
改善

Arjoの哲学 - Positive Eight 
（ポジティブ・エイト）

この Positive Eight の哲学は、患者様
の可動性の維持や改善がもたらす、潜
在的に有益な連鎖反応を可視化して
います。

当社は、Positive Eight の哲学に従い、労
働環境として適切な前提条件を備えた
介護施設を、精一杯サポートし以下の
点に努めてまいります。
•  介助スキルにおけるベストプラク
ティス

•  効率的な介助プロセスが可能となる
職場環境

•  患者様の可動性をサポートし、介助
者の腰痛などの怪我を低減させる適
切な機器の提供

環境、機器、介助スキル

患者/入居者

介助者

生活機能の改善
心臓、肺、血流循環、筋骨格系
などの極めて重要な身体機能が
改善されます

可動
可動性の改善と維持

介助の必要性を低減
自立性のある患者ほど介助を
必要としません

怪我の低減と効率化
身体的な負担を減らし、時間
を確保します

生活の質 (QOL)
自信や自立性の向上、回復期
間の短縮、全体的な生活の質
の改善を支援します

ケアの向上と経済成果
介護施設においてより低コストで
の介助の質の向上を促進します

病気休業や離職、賠償請求の低減
介助者の全体的な幸福度合いを改
善し、仕事の満足度を高めます

不動状態が招く悪影響の低減
身体的および精神的の両方で
犠牲の大きい合併症のリスク
を最小限に抑えます

精神 身体

Positive Eight（ポジティブ・エイト）を実現させるためには、
適切な環境、機器、介助スキルが必要です


